
24L204 担当形態

開講学期 2

教科書
[書名／著者
名／出版社]

なし

受講生への
メッセージ

この授業は、観光県長崎の第一線で活躍できる担い手を育てることをねらいとしています。授業の
主題をよく理解し、授業に臨んでください。

参考書
[書名／著者
名／出版社]

わかる！和華蘭／長崎市史編さん委員会／長崎新聞社

第8回 長崎観光の特徴と課題（フィールドワーク⑤） フィールドワークの結果をレポートにまとめる
事前・事後
学修時間

(分／授業1回）
180分／授業1回

調査活動を踏まえ、報告書を作成する

第7回 長崎観光の特徴と課題（フィールドワーク④） フィールドワークを踏まえ、仮設の検証を行う 第15回 個人別調査活動発表会 発表を聞いて、感想をレポートにまとめる

第6回 長崎観光の特徴と課題（フィールドワーク③） フィールドワークを踏まえ、仮設の検証を行う 第14回 個人別調査活動まとめ②

個人で立てたテーマに沿って調査活動を行う

第5回 長崎観光の特徴と課題（フィールドワーク②） フィールドワークを踏まえ、仮設の検証を行う 第13回 個人別調査活動まとめ① 調査活動を踏まえ、報告書を作成する

第4回 長崎観光の特徴と課題（フィールドワーク①） フィールドワークを踏まえ、仮設の検証を行う 第12回 個人別調査活動②

発表を聞いて、感想をレポートにまとめる

第3回 長崎観光の特徴と課題（グループワーク②）
長崎観光の特徴と課題について文献等で調査
し、自分の仮設を立てる

第11回 個人別調査活動① 個人で立てたテーマに沿って調査活動を行う

第2回 長崎観光の特徴と課題（グループワーク①）
長崎観光の特徴と課題について文献等で調査
し、自分の仮設を立てる

第10回 フィールドワークの成果発表会

事前・事後学修

第1回 ガイダンス（長崎観光概論を学ぶに当たって）
長崎観光概論受講に当たっての抱負をレポート
にまとめる

第9回 長崎観光の特徴と課題（フィールドワーク⑥）
フィールドワークの結果をレポートにまとめ
る

回数 授業計画 事前・事後学修 回数 授業計画

授業の主題 本学卒業後、観光県長崎を支える社会人として必要な知識・素養を身に付ける
課題等への対応

(フィードバックの方法等)
グループワークの活動状況や提出されたレポートは評価の対象となります。

授業の方法
前期で学んだ「長崎観光入門」の学習を踏まえ、グループワークやフィールドワークなど、学生自らが動い
て学ぶ授業を行い、その成果発表を行います。

アクティブ・ラーニングの
実施方法

①グループワーク
②フィールドワーク

科目区分

実務の経験を有する教員担当科目
実務の経験内容及び

科目との関連

科目に含める
ことが必要な

事項

授業形態 講義 履修条件
教育職員免許法
施行規則に
定める

科目区分等

単位数
必修・選択

の別
選択 免許・資格要件

対象学科・
コース

生活創造学科　ビジネ
ス・医療秘書コース

配当年次 2年次 後期

科目区分 専門教育科目 授業科目名 長崎観光概論 科目コード 担当者 橋本　剛 単独



定
期
試
験

臨
時
試
験

提
出
物

発
表
内
容

受
講
態
度

実
習
評
価

レベル１

（Ｆ：59%以下）

①
学習
意欲

40 40
提出回数、提出期限と
も２０％程度厳守でき
なかった

②
規律性

③
知識

④
技能

⑤
情報活
用能力

50 50
指示された条件に従っ
て提出物を編集してお
らず、わかりにくい

⑥
課題
解決力

⑦
言語活
用能力

⑧
コミュ
ニケー
ション
力

⑨
主体性

⑩
協働性

10 10

活動の方向性について
ほとんど発言せず、活
動そのものに食局的で
あった

100 90 10

指示された条件に従っ
て提出物を編集し、独
自の表現力で必要な情
報を入れており、分か
りやすい

指示された条件に従っ
て提出物を編集してま
とめており、必要な情
報は最低限含まれてい
る

指示された条件に従って
提出物を編集してまとめ
ているが、情報が不足し
ており、ややわかりにく
い

活動の方向性についてあ
る程度発言したが、あま
り積極的ではなかった

合計

実
践

行
動
・
応
用

目的達成に向け、学友
と協力して話し合い、
方針を決めることがで
きる

目的達成に向け、学友
と協力できる力、協調
性

グループワークにおける
活動や発言等に関する自
己評価

学友の意見を尊重しつ
つ、活動の方向性につ
いて積極的に発言し、
それがグループの方針
とほぼ一致した

学友の意見を尊重しつ
つ、活動の方向性につ
いてある程度発言し、
グループ方針決定の一
助となった

活動の方向性について
ある程度発言し、グ
ループの方針決定に協
力した

提出物の提出回数、提出
期限厳守

提出回数、提出期限と
も１００％厳守した

提出回数１００％は厳
守したが、提出期限を
厳守できなかったこと
が１０％程度あった

提出回数１００％は厳
守したが、提出期限を
厳守できなかったこと
が２０％程度あった

提出回数１００％は厳守
したが、提出期限を厳守
できなかったことが３
０％程度あった

観
点

尽
心

態
度
・
志
向

提出物を指示された期
限までに提出できる

指示された通りに提出
しようとする姿勢、真
面目さ

創
造

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断

多様な情報を指示され
た条件に従って提出物
を編集し、効果的にま
とめ、表現できる

多様な情報を収集し、
他者に分かりやすくま
とめる能力

評価基準

学
修
成
果
の
大
分
類

学修成
果の
中分類
[10の
力]

学
修
成
果
の

配
点
比
率

(

%

)

評価方法の配点比率（％） 学修成果の小分類 尺度

学修成果の到達目標 修得する能力 評価方法／評価指標
レベル５

（Ｓ：100～90%）

レベル４

（Ａ：89～80%）

レベル３

（Ｂ：79～70%）

レベル２

（Ｃ：69～60%）

表
現

提出物の仕上がり、創意
工夫、完成度

指示された条件に従っ
て提出物を編集し、独
自の表現力で必要な情
報を入れており、非常
に分かりやすい


